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【大賞 国土交通大臣賞】 WILLER TRAINS 株式会社および
北近畿タンゴ鉄道生活交通改善事業計画に関する協議会

「人と環境にやさしい地域鉄道を目指す京都丹後鉄道の取り組み」
上下分離についてあらためてご紹介をしますと、私どもは運行会社に過ぎません。下の基盤を整備しているのは
北近畿タンゴ鉄道。そして、このスキームをしっかりと維持、見守っているのが京都府で、この三位一体がうまく機
能していると私どもは自負しています。

このスキームとするときに、私どもの親会社は高速バスを生業とするのですけれど、バスを運行する事業が果た
して鉄道の安全をしっかり守れるのか、こういった議論も私どもに運営を任せるときにあったと聞いております。

この上下分離のメリットは何かといいますと、装置産業において資産投資に関する悩みは私どもにはないです。こ
れは自論ですが、公共交通手段たるべきものは本来、上下分離だと思っています。私どもの親会社の高速バス事
業では、道路、バスターミナルは行政のものです。航空事業も空はみんなのものですし、空港は国のものとしたとき
に、鉄道だけが自社でやっています。つまり装置産業というのは、施設を維持するということに常に経営者はジレン
マに陥っているという状態が起きるのです。
これが上下分離の中で見事に役割分担されて、私どもが業
務に当たって10年間、この基盤整備のための計画、施工がな
されていく中で、運行して気が付くところは、下会社に対して「
こういったことが起きています」といったことを歯に衣着せず、
しっかりと安全維持のために伝えることができます。

１週間に１回、こういった会議をしています。場合によっては
京都府さんも参画します。加えて四半期に１回、鉄道施設・車
両の維持・修繕業務を私どもは受託していることになっていて
、その履行について監査を入れます。

年に１回、モニタリングと称して、リポートを下会社の方に提
出しなければいけないという、常にそういったお互いがお互い
の緊張感を持って、要はこの安全のためのスキームを維持し
ているということです。それを前提にしながら、私どもは運行に
専念した自由な経営が可能になってくるということです。
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ちなみに、私どもが掲げた３つの柱は、公共交通を通
じた地域経済への貢献と言いまして、地方の創生、地
球環境の保全、経済の活性化です。鉄道がなし得る当
たり前のことです。この３本の柱に基づいたもので一つ
一つを履行していく、実行していくということです。

私どもの会社をご紹介します。親会社のWILLER株式
会社は高速バスを運営するというより、ＩＴ事業の会社
です。旅行会社であり、ウェブを通じたいろいろなマー
ケティングの会社です。ここが色々な企画なり、マーケ
ティングをしています。そこに子会社として、WILLER
EXPRESS JAPANという高速バスを運営する会社、そ
の並びにWILLER TRAINSという、私どもの会社があり
ます。

ウェブ、ＩＴ事業というバーチャルな産業の中に、運輸
という業態の中でリアルなものを持っているということ
です。インターネットで告知したことが絵に描いた餅に
なってしまって、信頼、信用を失ったり、リアルなものが
愚直にいろいろなことをやっているが、伝え切れていな
いので知られないという話があります。
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最近はやりの言葉にＩｏＴという言葉がありますけれど、この運輸の中のＩｏＴをグループ会社の中でやっています。
つまり企画なりアイデアをどんどんウェブを使って発信し、そして、リアルな会社が実行する。もしくはリアルな会社が
当然、現実のものとしてお客さまに触れ、私どもは行政、下会社と三位一体でやっていることに対して、こういうことだ
ったらもっと実現可能だといったことをウェブを通じてマーケットに発信していくことで、皆さんにも知られるようになっ
たし、いろいろなマーケティングを通じて、市場が望むものを実行してきました。

まさにWILLER株式会社の中にあるレールウェイビジネスという部隊と私ども丹鉄が常にやりとりをしながら、公共
交通手段がマスで捉えるところに対して、本当にマーケットが何を望んでいるのかといったことをOne to One、つまり
潜在的なマーケットをしっかりと実現していくといったことをやっている次第です。

WILLER会員は370万人おりまして、年に１回、マーケティングをしています。非常に単純で「丹鉄を知っていますか」
から始まって、「『くろまつ』に乗ったことはありますか」、「何で乗らないのでしょうね」と、そんなプリミティブな質問から
始まって、いろいろ階層を深くして、いわゆるインサイトマーケットが持つ隠れたニーズを常に調査しています。
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私どもの路線は114kmあります。これが30kmだとか14kmの路線であれば、観光に特化して土日にお客さまを集め
てやっていく経営が可能なのですが、114kmもあると、地域を意識しながら地域の足、加えて観光、これを両輪として
しっかりと回していかないと生業がなされないということです。それが先ほどの３本の柱につながっていきます。要は
交通革新とまちづくりをやることによって、地域の価値を上げていく。鉄道の役割はまさにこれなのかなと思っていま
す。



そういうことで、当然、交通の高次元公共交通ネットワークの実現ということなのですが、高次元公共交通ネットワ
ークというのは２つあります。一つはいわゆるバスとかタクシーとかレンタサイクルみたいな、物理的なネットワーク
の実現。もう一つが情報ネットワークです。WILLER株式会社のＩＴが得意とするところであります。例えば有名な観
光地に伊根という町がありますが、最近はやりの「NAVITIME」とか乗換案内「駅すぱあと」ではバス停の名前を入
れないと出てこないのです。本来、観光地と観光地を公共交通機関でどう結べばいいかということが案内されてい
なくてはいけない。インタラクティブに、スマホとかを使って出てこなくてはいけない。こういうものがまさに情報ネット
ワークづくりだと思っています。まだここは道半ばではあるのですけれどもこんなことも考えています。

当然のことながら、雇用の創出、そしてまちづくりのための教育ということもやっています。教育の場ということに
ついて、京都新聞で取材をいただきました。旅育というのをやっています。最近は企画型修学旅行というのがありま
して、高校生が自分で行きたいところで何を勉強するかみたいなことをやっていきます。丹後半島を旅育の場にし
て、アプリを使って行きたいところ、勉強したいものをつないでいくと修学旅行のプランができるのです。加えて、ち
ゃんとそこは丹鉄を利用するというのがあって、そうやって高校生が来ます。

言葉はあまり良くないのですが、サケの川登りみた
いなもので、高校生が１回そこで経験をすると、大学
になって、もう一度行きたい。大人になって温泉とか
美味しいものを食べに行きたいとか、何度も来る。高
校生マーケットはとても大事なのだと思っています。
旅育と称して、丹後半島を教育の旅の場にすることも
やっています。
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いわゆるイメージ戦略で、ピンク一色にして明るく楽しくいい町にする。冬は雪ばかり降って薄暗いですけれどもこ
こにピンクの華やかな色合いを付けていく。加えて、実は鉄道を使う旅はシニア、それも女性の方が多いのです。
今日は結構シニアの方がどちらの方もいますので、違っていたらごめんなさいなのですけれども、私どものマーケ
ティングのデータによると、この２つの層の旅行のキーワードが「食」、もう一つが「縁起」「ご利益」とかなのです。

私どもの線路がちょうど宮津を中心としまして、東側が西舞鶴、西側が豊岡、南側が福知山で、これを全部、頭文
字を取るととても縁起がいいのです。加えて、私どものこの沿線上はパワースポットがいっぱいありますので、縁起
三線と称して出していきます。加えて、当時、私どもが北近畿タンゴ鉄道さんから引き受けたときの駅名が何を示し
ているかよく分からないということで、全部観光地の名前に変えました。そうすることによって、「NAVITIME」とかに
出てきます。かぶと山に行きたいのだけれども、どうしよう。かぶと山と入れると、駅がかぶと山ですから。そんなこ
とをしながら。もちろん地域の足という意味においては、いわゆる福知山病院口といったような、つまり駅そのもの
が何の目的のために行くのかという、そういったネーミングにどんどん変えていっています。そうすることによって分
かりやすい鉄道になっていくと信じている次第です。
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開業のときに始めたお祭りなのです。これは成功例をつくるために私どもでやりました。そうすると当時としては
珍しく１万人ぐらい人が集まったのです。こういったものをやると人が集まるよという実例を私どもとしてまずやっ
てみたということです。

これは開業のときにやったのですけれども、２年目、３年目はやっておりません。内情を話しますと、一つの成
功例として私どもはやったわけなので、以降は地域の方と一生懸命、相談、算段をしているところです。



これがイメージ戦略の最たるものなのですけれども、霧鉄、海鉄といって、写真コンテストをやっています。今、イ
ンスタグラムでやっています。2015年から始めました。

実は京都丹後鉄道というのは海岸線を通る非常に風光明媚で景色の綺麗なというのが一番の売りだったのです
。ところが来られたお客さまに、特に秋口、冬、それから春も、福知山線はものすごく霧が出るので「全然、外が見え
ないじゃないか」と怒られまして、それで始めたのがこの霧鉄です。一番右の上にありますけれども、すごく幻想的
なところを丹鉄は走っているのです。これをウェブで使って、きれいな写真を出すのです。そうすると、お客さまは真
っ白の中なのですけれども、「こんな幻想的なところを走っているんですよ」と言って、観光列車でちゃんと案内をす
ると、フォトコンをやって以来クレームは本当にゼロになりました。まさにそういったことを逆転の発想でやりながら、
さっきの話ですがネット戦略をばんばん打ちます。

海鉄は、当然本当に綺麗なところですので、綺麗なところを見ましょうということです。加えて、撮った場所を我々に
教えてくださいとします。これには効果が２つあります。一つは、当然立ち入り制限区域に入っていませんよねとい
う、自らを戒めてねという話です。もう一つは、優秀者の方の写真はここから撮りましたというのを全部お知らせして
います。

そうすると、ここに来ればこの景色が見られるかもしれ
ない。これがまさにお客さまを呼ぶのです。従って、ただ
こういった写真を綺麗な場所ですよ。あるいは霧鉄とい
っても、外が見えなくても、こんな幻想的なところを走っ
ているのですよという以外に、次の副次効果というか、
当然、権利は私どもの方に帰属をしますので、これをい
ろいろなところに使っています。これをもとにポスターを
作ったり、缶バッジを作ったり、もちろんウェブにもどん
どん使っています。そんなことをやって、いろいろなこと
を知ってもらうといったところに非常に注力しています。
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環境にやさしい鉄道の取り組みということで貨客混載のお話をすると、よく貨客混載というのは都市型の貨客混
載が有名です。これは宅配業者のドライバー不足問題を解決するためにやっているのです。従って、貨客混載の主
体は宅配事業者なのです。つまりトラックの代わりに列車やバスを使ったりします。

ところがこのエリアはそんなに宅配事業者がトラックを運送させるだけの物流は実はないです。これもやはり地域
の方と話をしていくと見えてくるのです。農家さんの高齢者問題です。農家さんが、最近は産直と称しまして、いわ
ゆる農協さん、ＪＡさんに頼らずに、いわゆる道の駅とかで産直野菜を売っているのですけれども、片道１時間ぐら
いかけて農家さんの高齢者が軽トラを飛ばして行っているのです。またそこに野菜なり果物を預けた後、１時間か
けて自分の畑に戻ってくるのです。

産直屋さんは高齢者が軽トラを飛ばしてくるので、農家さんを増やすことがいいことなのかよく分からないです。高
齢者がどんどん増えているのに、高齢者のドライバー問題を道の駅さんが助長させているようなものです。そういう
ことと併せて、当然しんどくなりますので、道の駅さんに持ってこないのです。これを農家さんに近くの駅まで持って
きてもらい列車に積んでください、列車が道の駅の近くの駅まで来たら、道の駅さん取りに来て、勝手に下ろして持
っていってくださいということを始めようとしました。



我々はお客さまがいらっしゃらなくてもその場所を月額
で貸すことによって安定収入が得られます。農家さんは
当然、車で片道１時間かかっていたところが10分とか15

分で行けてしまうので、農作業に専念できます。道の駅
さんは契約農家さんを増やせます。この野菜に「産直丹
鉄貨客混載野菜」というシールを貼っていただいていま
すので、そのシールでブランドにもなっています。従って
これは三方両得なのです。
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このスキームは貨客混載ということで、われわれの管
理監督者である国土交通省の方に申し入れたところ、
要は野菜を動かすというのは衛生上大丈夫なのかとい
う話が農林水産省からコメントがありまして、国土交通
省さんと農林水産省の２つの省をまたがった許可という
のも全国初の話です。

こんなことで、結構メディアにも取り上げられまして「ロー
カル鉄道の救世主」とか言われて、非常にありがたい話
ではあります。
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次に、天ぷら油の回収です。駅のにぎわいをどうしたらいいかということで、とにかく駅に人が来てもらわなくては
いけない、列車に乗るために駅に来るだけではなくて、ここが何となく集まる場所にしたいと思ったところ、廃油を集
めることを駅でやらないかということでやりました。

ちなみに集めた油で得た収入は沿線の花壇の整備に使っています。花壇の整備に幼稚園の子とか、シルバーの
方とかにやってもらって、幼稚園の子に例えばハンカチを配るとか、そんな原資に廃油の買い取りをもって充ててい
ます。これも、アイデアからまず始まるのですけれども、この廃油の業者さんに一般の買い取り価格の3倍ぐらいの
価格で買ってもらっています。上下分離というのがまさに官民と、官民の民の中に地域の人というのが入ってくるの
です。当事者意識が出てくるというのがまさに上下分離のいいところかなと思っています。このスローガンが「天ぷ
ら油で花が咲く」といって、これを駅のポスターにして、いろいろな形で地域の方に油を持ってきてもらいます。

丹後地区というのは環境にものすごく厳しいし、分別ごみもものすごく厳しく、廃油をどうしたいのだろうというとこ
ろ、私どものところに持ってきてもらい皆さんに還元するといったことをやっていきながら、地域の方と一体となって
やっています。



私どもは気動車が主流ですので、アイドリングストップ
をやっています。トラックやバスですら最近はアイドリング
ストップをやっているので、何でやっていないのだろうとい
う話ではあります。いったんエンジンを切ると、始動する
のに全て最初から点検から何からやり直すので、運転士
は大変です。それでもやってくださいと言って、やっと実
現しました。こういったことをどういうスキームでやってい
るのかというのは、先ほど下会社との面談会を１週間に
１回と話をしましたけれども、それ以外にも京都府さんと
の会議が5市2町も入れて2ヶ月に１回。それから利用促
進協議会、それからまさに2次交通との連絡会。こういっ
たものを地域連携会議なんかも含めて定例化することに
よって、常にコミュニケーションを取っています。これも民
だけだったら集まってきません。上下分離だからこそ集ま
ってくると思っています。
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地域の方にレジャーとしても鉄道が使えるのですよ
ということで、家族という単位を一つのターゲットにし
ましてお出かけきっぷというのを作っております。

ダイヤも便利にしなくてはいけない。このパターン
ダイヤというのをアドバイザーである中川先生のリ
ーダーシップの下に実行している次第です。
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2018年、今年の春のダイヤもさらに進化したパターンダ
イヤになっていきます。

加えて、特急なんかをどんどん変えています。特急はＪＲ
さんの協力なしにはできないのですけれども、いろいろや
っていくと、ＪＲさんも我々に協力的になってきています。
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私どもの資産として、こういった観光列車にいろいろな力を入れてやっているわけです。特にこの「くろまつ」
は、中でいろいろなお食事を出しているのです。１回１万円ぐらいの料金で出しているのですけれども、ここで
出しているものはみんな地のものです。これは私どもがやっているのではなくて、地元の料亭さんやホテルさん
がやっています。我々は中を見ていないのです。つまり商売の場を列車というものとして供給しているのです。
なので、地域の経済にも当然、効いてきます。

単線の宿命なのですけれど、臨時列車は１つの駅に下手をすると30分ぐらい止まります。その間に、特にこ
の観光列車のときは地元の方が集まってきてマルシェを開きます。とにかくお金を落としてちょうだいということ
をやっています。まさにこういったことを、観光列車を走らせるだけではなくて、いかに地元の人とやっていくか
。こういったものが大事かなと思っていまして、先ほどの「くろまつ」「あかまつ」「あおまつ」。これがそれぞれに
いろいろなニーズに合わせた運行になっています。
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これは「たんてつこども新聞」です。沿線の小学生全員にこども新聞を配っています。これもとにかく鉄道に興味を
持ってもらって、先ほどの家族お出かけきっぷで実際に鉄道に乗ろうといったことをやっています。

そんなことをやっていると、地元の高校生から「車両を１台、貸してくれ」、「夏休みにお化け屋敷を列車の中でやり
たい」。と言われました。こういうことをいろいろやっていくと、地元から見たときの鉄道の垣根がどんどん下がってく
るのです。そうすると、向こうからどんどんアプローチが来ます。こんなことをしながら、お化け列車をやって、あのエ
リアは皆さんお盆とかに帰省するので、子どもが来るのですけれども、その子どもの思い出になります。ここで楽し
い思い出を持って帰っていくということで、中の装飾、実際に演じているお化け、これはみんな高校生がやっていま
す。私どもは実は貸しているだけで、何のリソースもかかっていないのですけれども、だんだんこういったことがうま
く回ってくるようになっているのです。
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一昨年からビジネススクールをやっています。これは
都市型のいわゆる民鉄さんがやっているデベロッパー
みたいなところを自社でやるのではなくて、仲間を集め
てそして、鉄道を基軸に起業しましょうというためのビジ
ネススクールを開いています。

丹鉄ファンドといって、お金も貸します。一昨年受けた
受講生が去年起業しまして、ここにプラレールを敷き詰
めまして、おもちゃ列車を去年は５月から11月まで、毎
月１回走らせました。ちょうどお座敷列車みたいで鉄道
が一つのレジャーになります。
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鉄道を基軸とした企画会社を設立しまして、こういったことをやってくれています。その会社さんが企画した内容であ
り、丹後王国さんとタイアップをした内容です。

それから、114kmのカフェができましたみたいなブランド戦略もやっています。
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私どものゲートウェイは全部ＪＲに押さえられています。従って、ＪＲとも協力をどんどん進めています。私どもの列
車「くろまつ」と、ＪＲの「天空の城竹田城跡号」を連結して、天橋立から城崎温泉に行って、城崎温泉からずっとＪＲ
山陰線を通って福知山まで来る。こんなことをＪＲとやっています。これも全部ＪＲとやっているイベントです。
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私どもの資産である工場、車庫、こういったものも公開していきながら人を呼ぶといったことをやっている次第であ
ります。体験学習ということで、子供達とか学生に、特に鉄道に興味を持ってもらうということをやっている次第であ
ります。

先ほどいいました上下分離というもののスキームをうまく利用して地域の方を巻き込みながら、そして、鉄道という
ものに「この指とまれ」をしていきます。そうすると、何とＪＲさんですら一緒になってやりましょうと言ってくれます。

先ほどのパターンダイヤもそうです。パターンダイヤを先に私どもがやるとＪＲさんがそれに合わせて乗り継ぎを
全部組んできました。先手必勝ではないですけど、いろんな意味で鉄道の使命は何だという、いわゆる、正義、大
義。これを先ほどいいました愚直に私どもがやった結果がこれまでの成果であるのでしょう。今回は、それを皆さん
に評価していただいたということを大変光栄に思いまして、改めて御礼を申し上げるとともに、私どもの講演を終わ
らせていただきます。
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福井県は、このルポール麹町から距離にして511km、鉄道で4時間5分、飛行機で4時間20分のところにございま
す。

日本一クルマが多く、鉄道網はＪＲが3つ、福井鉄道が1つ、えちぜん鉄道が2つ残っております。

【大賞 環境大臣賞】 福井県クルマに頼り過ぎない社会づくり
推進県民会議

「クルマに頼り過ぎない社会づくり」
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2月4日から大雪だったんです。これは、2月ではなくて、センター試験があった１月13、14日に電車が立ち往生
したという写真でございます。１月18日に急遽関係者会議をしました。行政は、今までは道路管理者だけだった
のですが、交通関係者も入れて次に備えようとなりました。次はないかなと思っていましたら、引き続き大雪でし
た。五六豪雪以来の37年振りです。6日から福井県庁で県の災害対策本部をまた開いております。本日も多分
5時ぐらいから開かれておりまして、私も毎日出ておりまして、4日、5日からほとんど帰っておりません。
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ご記憶かどうか分かりませんが、国道8号で1,500台が
立ち往生して自衛隊に応援をいただいたという中で、１
月13日のセンター試験の時が教訓ににあったので、軌
道部分の除雪を道路管理者にしていただくとか、県の
職員、市の職員が電停の除雪をするとかです。

続いての写真にいきますと、電停を除雪したり、こちら
も、軌道部分を道路管理者に除雪してもらうことを学び
ました。これは、富山さんがやっているのを聞いて、急
きょ入れた取組みです。



昨日の新聞です。8割程度までバスは復旧しました。
小さい字で書いてありますが鉄道はほぼ復旧していま
す。ただＪＲの越美北線は一部できていません。

福井県内のバス・鉄道の利用状況は結構伸びていま
す。ＪＲも10年で2％ほど伸びてい福井鉄道、えちぜん
鉄道はごらんのとおり23％とか、15％伸びているような
状況です。その中で注目いただきたいのは、福井県の
世帯当たり自家用車保有台数が1.749台。この数字は、
29年3月末の数字です。14年から16年連続日本一。こ
れは、日本一というのは誇っていいかどうか分かりませ
んが、日本一です。これが実は、福井県のキーワード
の１つです。
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昨年から今年にかけての福井鉄道、えちぜん鉄道が
、通勤定期が天井だと思ったのにまた利用者数が伸び
ました。相互乗り入れの影響で伸びたというような数字
でございます。

えちぜん鉄道、福井鉄道。こちらはタイトルにもありま
すが、再生をした象徴的な、地域再生で復活した２つの
鉄道です。
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注目いただきたいのは、12年12月、13年6月にえちぜ
ん鉄道の前身の京福電鉄が二度の正面衝突事故を起
こしました。ちょっと記憶が定かでないと思いますが、12
年12月17日、廃線になった路線から2.5mmのブレーキ
が折れまして運転士が死亡しました。

わずか半年後に同じように、今度は運転手が信号を
見落としたミスで、ＡＴＳも付いていないというようなとこ
ろです。

翌日から全線においてバス代行になりまして、いわゆ
る「負の社会実験」と言われるものが起きました。
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この時には日本一クルマを持っているので、クルマで大
丈夫というふうに思ったので、この中で、県議会等々でど
うしようかという検討の中に、見ていただきますと、9月議
会、土木部の協力の中でというところと、京福越前線再生
プロジェクトチームとあります

その段階では、電車を存続するのに併せてバス専用レ
ーンの可能性の可否の検討と、当時は車、バスでいいじ
ゃないかという話だったのですが検討しているうちにバス
が遅れるのでマイカーで行こうとして大渋滞になることが
わかりました。
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沿線住民が存続を訴えるような駅伝大会とかもあり
ました。

13年12月19日、県議会で存続が認められ、その
翌年の１月22日に知事と沿線市町村長との会議で
存続が決まったというところでございます。
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14年4月1日には、新鉄道会社支援室というのができ
ました。室長は現在の福井市長。当時は県の職員でし
た。参事は前回の県の教育長。総括主任は、現在の鉄
道関係とか、バス関係をもっています総合政策部長、
私もいました。一番下には現在のえちぜん鉄道の専務
がいました。というようなメンバーで会社を立ち上げた
形になっております。

こちらは、沿線市町のメンバーもいたということでご
ざいます。
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えちぜん鉄道の存続を受けて、福井鉄道も18年度
に赤字によって自主的な経営再建を断念という中、す
ぐさまバスではなくて鉄道で存続しましょうというような
話になりました。

その結果、えちぜん鉄道は12年間で47％増。内、通
勤定期は82％増。福井鉄道のほうも同様に26％増、
62％増という会社で再生をしたということでございま
す。

福井県知事がマニフェストをつくっております。常々
こういう言葉の力、地域公共交通機関の活性化とか
、えちぜん鉄道の円滑な運行。さらに、福井鉄道との
福武線との相互乗り入れの実施をこの段階から言っ
ています。15年からまだ走ってないのに言い始めて
いるというようなトップの意思表示がありました。
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現在の交通まちづくり課の組織図です。私は一番下の
室長という並行在来線対策室。なぜ交通まちづくり課で
あるかというのは後ほどご説明しますが。もともと地域
鉄道を支援する仕事、地域鉄道支援グループでござい
ますが、そちらで、えちぜん鉄道、福井鉄道の支援をし
ている仕事をして、２年間して相互乗り入れを見取った
後に、現在、並行在来線対策室という第3の地域鉄道を
立ち上げる仕事をしております。

福井県知事のマニフェストの中で、15年春、地域公
共交通機関の活性化とあります。
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何をしたかといいますと、パークアンドライドの駐車
場を、えちぜん鉄道は13年に385台だったものを29年
度に916台、福井鉄道は19年度に125台だったものを
29年度には357台にしています。すべて無料の駐車
場を整備しております。パークアンドサイクルライドは
、県立図書館、福井市の南体育館とか、県立音楽堂
で計30台分を設置しました。

えちぜん鉄道で３つの新駅、福井鉄道でも３つの
新駅をつくりました。
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なぜ通勤定期が伸びたかと言いますと、仮説ですけど
赤字で書いてありますが、自家用車保有台数日本一が
支える福井型通勤形態の通勤定期の増です。

福井市中心部に公共施設、大手企業が多いので、自
宅から勤務先まで約20km、自家用車のみの通勤でいき
ますと、駐車場代が持ち出しになります。一方、勤務先
からパークアンドライド駐車場に行くガソリン代は出ます
し、鉄道の通勤定期代も出ますので、持ち出しなしでい
けます。駅勢圏が一気に遠くなりまして、パークアンドラ
イド駐車場まで10km以上クルマに乗っている方もいらっ
しゃいます。という中で、伸びてきたというところでござい
ます。

３番目に電車だけではなくて、カー・セーブとかいろ
んな取組みが必要だろうというところで、知事の言葉
の中でクルマに頼り過ぎない県民運動というのを打
ち立てようというのが出てきました。

37



それを受けまして、表彰式でここにご登壇いただきま
した川本先生も副会長ですが、福井県クルマに頼り過
ぎない社会づくり推進県民会議というのができました。

受賞の時のコメントですが、今日、県議会がスタート
しておりまして、私しか来ておりませんが、事務局長の
猪嶋が申し上げていますのは、オール福井の住民で
の取組みというようなことを嬉しいと述べております。
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地道な取組みの１つが、カー・セーブ運動のＰＲ等々
でございます。

「福井バイコロジスト宣言」は、自転車の宣言を書き
ましょう、併せて、自転車の来場を促進したり、レンタ
サイクルや「自転車の駅」を設置した取組みでござい
ます。
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福井鉄道とえちぜん鉄道の相互乗り入れの概要でご
ざいます。2年前、28年3月27日に26.3億円で完成して
おります。もともと一番便数が少ない９時から15時の時
間帯に便数を増やしました。

便数を増やすことで人を増やそうということで、距離
は26.9km、えちぜん鉄道は6km、福井鉄道は20.9kmで
す。黄色とオレンジがつながってなかったのを、それを
ちょっとつなげるだけで済みます。
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26.3億円でした。このように、学校とか、公共施設とか、大手企業はいっぱいあって繋げればいいことが起きるな
とわかっていたんですけれど、えちぜん鉄道には低床車両がございませんでした。こちらを環境省の二酸化炭素排
出抑制対策事業費等補助金をいただきまして導入しています。2台で6.3億円。併せてえちぜん鉄道は、低床車両
が走る駅がございませんので、ごらんのとおり高い床のホームと低い床のホームを整備するのに約20億円。これら
は、足し算しますとすべて国、県、市、行政だけです。事業者様からはいただいていなです。これはいわゆるみなし
上下分離になっているのです。実際、事業者様は、これを発注、管理、運行の維持費とかがかかってございます。



同じ日に福井駅がかなり変わりました。福井鉄道が
143m伸びたということになって「ふくチャリ」という自転
車と、ＪＲ東口のえちぜん鉄道、タクシーというモード6
つが全部結節したという瞬間です。

これによってさらにバスは、京福バスさんが「京福バ
スナビ」やバスロケーションシステムをつくりました。
あと、お客様が乗るか乗らないか分かりませんが、
800mの圏内は100円にするサービスを展開しました。
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駅前が閑散としていたんですけれども一気に風景が
変わりまして、人であふれるような形になりました。バス
ターミナルの効果は非常に絶大で、延伸を反対していた
地元商店街の方々も、今は一言も言わなくなりました。

相互乗り入れで難しいのが、必ず遅れる路面電車で
ある福井鉄道の影響がえちぜん鉄道に出ます。それを
電停の幅を広げたり、走行空間を拡幅したり、右折分離
式信号を導入したり、電車のPTPSを入れたりしました。
これも、警察のご協力、道路管理者のご協力で完成し
たというものでございます。



相互乗り入れ開始後１年間の利用者は、2.8倍です。
もともと相互乗り入れしていないのに何であるのかとい
う疑問になるところがありますが、えちぜん鉄道と福井
鉄道は近いところに走っておりましたので、連絡運賃を
平成24年10月にやっておりました。連絡運賃で安かった
、乗り継ぎもできやすかったので、お客様は当然乗って
くれると思っていましたが客足は伸びませんでした。や
はり、乗り換え抵抗があったみたいです。つながった瞬
間にその数字が2.8倍になりました。これは、絶大な効果
だと思います。さらにすごいのは、えちぜん鉄道本体、
福井鉄道本体もマスコミさんの宣伝効果もあったのか、
それぞれ伸びていったというような結果です。

今年９月、福井国体がございます。
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福井国体までにさらに磨こうということで、相互乗り入れのところの田原町駅「田原町ミューズ」というちょっと音楽
ができるような待ち合い施設を福井市がつくっております。



また市役所前電停は、相互乗り入れで乗り換えが増
えている電停なんですが、今まで行き違いだったので相
対のホームに変わりました。これによって非常に乗り換
えが便利になりました。電停名を3月24日のダイヤ改正
に合わせて、「市役所前」は全国に沢山ありますので、「
福井城址大名町」と歴史を感じさせるような電停名に変
えようということで事業者様と話をしていまして、3月24
日に、ダイヤ改正で変わります。
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えちぜん鉄道の福井駅は、2014年の時には下を走っ
てたんです。左側が新幹線の高架なんですが、その上
に現在走っています。仮で走っておりまして、ちょっと茶
色く見えるのがえちぜん鉄道の新駅です。こちらのほう
もこの夏には完成します。併せて今度の９月の国体まで
にはＪＲに高架が入るというような感じで現在進めており
ます。
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5年後の35年春には、北陸新幹線が敦賀に開業しま
す。開業だけでは駄目なのでいろんなことをやっていこ
うという中で、アクション・プログラムを策定しました。

並行在来線と地域鉄道、バスを一体的に組み合わせ
、経営とサービスを強化ということがうたわれています。
何ができるかというのはこれからです。併せて、ＩＣカー
ド、車の自動走行、観光客向けのカーシェアリング等々
がうたわれています。
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動き始めていますのが何点かあります。市内循環鉄
道、民間の再開発事業に合わせた歩行者と鉄道が共
存できる空間の検討です。いわゆるトランジットモール
を真ん中辺りの再開発に合わせてやっていこうというよ
うな動きがございます。

29年4月10日から、日産自動車の電気自動車を12台
、宿泊施設でカーシェアリングが始まりました。
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あとは自動走行です。廃線になった永平寺線が歩行
者道になっています。強制的に廃線になりましたので、
永平寺口からちょうど6km先に永平寺という大本山、56
万人の観光地がございます。その間には小学校もござ
います。老人の施設もございますので、非常に自動走
行としては向いているので、29年度から実験がスター
トして、30年には本格化します。

再生エネルギーです。これはえちぜん鉄道、廃線にな
った永平寺線のスタートする永平寺口駅ですが、回生
エネルギー、あと太陽光をためるような蓄電池を約2億
3,000万円ぐらいの事業費を使って、今年実験をしてお
ります。30年度は、えちぜん鉄道の福井駅、福井鉄道
の北府駅などで整備をしていきたいと考えております。
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ヤマハの自動車をもとにして産総研が入っています。

パナソニックも自動走行の実験が入っています。35年
春の新幹線開業予定に向けて何ができるかと思ってお
ります。
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並行在来線で何ができるかということでございます。

行政として事業者の方々と一緒に昨年、１周年記念
で「ふくい交通フェスタ」を開催しました。本来は絶対入
らないキーボとレトラムを福井駅に並べました。今年も
事業者様にお願いをして、3月24日にハピテラスでやっ
ていきたいと思っています。オール福井の取組みという
ことで頑張っていきたいと思います。またぜひとも、福
井国体は今年です。

5年後の北陸新幹線にお待ちしておりますのでお越し
ください。以上でございます。ありがとうございました。
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【優秀賞】 姫路市
「公共交通を中心とした姫路市総合交通計画の取り組み」

姫路市は、国宝姫路城、世界遺産姫路城を有する兵庫県の南西部に位置する53万の中核市でございます。バス
がずっと走っていて、タクシーが走っています。十二所線というんですけど、ちょうど姫路駅から下りますと姫路城が
見える。その300メートル先までトランジットモール化をして、人と車が共生できるような形での駅前広場をつくったと
いうことでございます。

姫路市の位置ですけれども、兵庫県にある姫路市と思っていただけなくて、四国の愛媛県にあるのではないのか
とか、関東へ来ると位置がよく分かっていただけません。兵庫県の南西部、姫路市という53万人の中核市でござい
ます。

姫路市内の公共交通の現状でございます。姫路市内には、ＪＲ、そして山陽電車、神姫バスという公共交通がご
ざいます。鉄道では新幹線ＪＲ山陽本線、そして播但線、姫新線。私鉄では山陽本線。そして山陽電鉄では本線と
網干線の６路線。そして、全31駅があり、ちょうど2005年からＪＲの本線にひめじ別所駅、そして、はりま勝原駅、
2016年3月には東姫路駅と、新しい駅が3駅ＪＲによって開設をしていただきました。また、路線バスは、112系統あ
り。離島航路、姫路には家島という離島がございますが、離島航路は、5つの定期航路が運行をいたしております。



ここからが取組み内容になります。まず、公共交通を
中心とした姫路市の総合交通計画の策定ということで
す。今回、優秀賞をいただいたこの計画の概要でござ
います。姫路市特有の交通の現況と課題を踏まえ、施
策の3つの柱として、公共交通の利便性の向上、公共
交通の利用環境の改善、参画と協働の推進を掲げて
おるところでございます。

計画の目標でございます。2つ具体的な数値目標を設
定いたしました。１つには、市民一人一人が公共交通を
利用する回数を年間20回増やそうということでございま
す。そして、特に今回評価をいただいた点でございます
けれども、環境改善量を把握する試算を行い、二酸化
炭素排出量を年間１万トン削減するという目標を立てて
おります。
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ここからが具体的な取組みになります。これは、ＪＲ姫
路駅北駅前広場周辺の取組みについてであります。先
ほど説明を申し上げましたが、歩行者優先のまちづくり
とするため駅前広場を整備し、全国でも前例のないトラ
ンジットモールを官民が協働し、2015年４月に完成をい
たしました。併せてバスロケーションシステム、それから
シェアサイクルも導入をいたしております。

シェアサイクルの取組みについてご説明をさせていた
だきます。これは、姫路駅周辺に導入しましたシェアサ
イクル「姫ちゃり」という名前を付けておりますが、鉄道
やバスの２次交通として導入をいたしました。2016年の
導入以降、観光目的だけでなく通勤等にも広く利用され
、回転率も２倍を超えております。本年度は、地元企業
であります西松屋チェーンに地元スポンサーとして支え
ていただいております。
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先ほど中川先生の話の中にありましたが、ＪＲ姫新線が乗降客が増えております。この取組みについてでござ
います。本線は平成18年以降、乗降、乗車人員が大きく減少したため、2006年ですから平成18年度から、ＪＲ
西日本と兵庫県、そして、沿線市町が協力をいたしまして、新型車両の導入、そして、高速化、増便社会実験を
実施し、速達性や快適性が向上することによりまして乗降客数が増えております。また、それらを契機として「チ
ャレンジ300万人乗車作戦」を展開し、ＪＲ西日本協力のもと、マイレール意識の醸成に努めてまいりました。そ
の結果、このとおり右肩上がりでＶ字回復をし、現在も300万人を超える乗車を数えておるところでございます。



公共交通空白地における取り組みとして、家島、離
島が先ほどありますということを申し上げました。離島
部では、コミュニティバスを導入いたしまして、運行を
地元自治会に担っていただいております。今回ご紹介
できませんでしたけれども、パーク＆ライドや離島航路
維持に向けた取組みなども進めておるところでござい
ます。

この表は、まさに先ほど中川先生の講演の中にあっ
たとおりです。本市における公共交通の乗車人員の推
移を示したものでございます。2009年度の計画取り組
み以降、乗車人員が増加に転じ、2016年度には、１日
当たり乗車人員は、１万2,000人増、年間で約444万人
増加をしたところでございます。
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最後になりますけれども、2016年度の環境改善量でご
ざいます。推計値でCO2排出量は、約6,000t削減となっ
ております。今後、計画目標であります2020年度、１万t
達成には、特に路線バスの利用促進が必要と考えてお
ります。今後とも、市民や事業者の参画と協働、これらを
図りつつ、環境的に持続可能な交通政策の推進に取り
組んでまいりたいと考えておるところでございます。
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私どもが環境に目覚めるなんていうことはなかったのです。観光に目覚めることもなかったです。ですから10年前ま
で桐生市には観光課というのがなかったんです。ですけど、今から10年前に、メイド・イン・桐生を少し徹底的に売り
込んでいこうということで１つできたのが、環境先進都市を打って出ようと、ここにございます「環境に優しい低速電
動バスの開発とその取り組み」ということでございます。産官学民でございます。

私は民間でございまして、60歳まで桐生信用金庫というところに勤めておりまして、観光業務なんてまったくできな
かったんですけども、大学の先生方と市の方たちと皆さんでやっているうちにこの電動バスに出会いました。私は、
株式会社の社長になって、土日祝日は市内観光でこの電動バスを動かしています。ですから、桐生へ来られますと
無料でいつでもまちなかで乗れるという現状でございます。

【奨励賞】 株式会社桐生再生、株式会社シンクトゥギャザー、
群馬大学、桐生市

「環境に優しい低速電動バスの開発とその普及の取り組み」

シンクトゥギャザーというのが次にございます。この会社
は昔スバルに務めていた方が早期退職をしまして、自分
の夢のある車をつくりたい、電気の自動車をつくりたいと
いうことで、このような非常にちょっとユニークな形の電動
バスが出来上がりました。当然ながら、基本的な発想は
群馬大学の先生が中心となりました。本当に高速を求め
るものは速くなっていきます。でも、普段の地方の生活は
スローでいいんじゃないかという発案のもとに、桐生市さ
んと皆さんで協力しながら産官学民でこの事業が始まり
ました。
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この写真に載っているようにいろんな使い方をしております。まずは、速度が19キロ。これは、皆さんが、日本の法
律の中で、当然ながらシーベルトがいらないのは20キロ以下ということで、私どもは19キロに定めて。ですから、ど
んなに踏んでも19キロ以上は出ません｡19キロというと、「え、そんな遅くで」って言いますけど、自転車の大変スピ
ードのある自転車には追い越されるぐらいで、信号から信号へ行ってもすぐ追いついちゃうんです。

先日は、豊島区でも、あるいは銀座でも全部動かしましたけど、逆にいうと渋滞でわれわれのほうが動けなかった
という結果になるぐらいに、今は低速でゆっくり見られるのがよろしいようでございます。私が、ずっと地元の人脈を
もっておりましたので、いろんな先生方の要求、あるいはシンクトゥギャザーさん、そういう会社の要望をあっちこっち
とスイッチする、連絡する、コーディネーターというところまで言いませんけど、お手伝いをしてまいりました。

これが、一番最初の低速バスeCOM-8です。8というのは、Electric Communication、つまり、車の中が合い向いな
んです。ベンチシートでございます。10人、運転手を含めて10人乗ります。そして、その向い合った中で、おばあちゃ
ん、おじいちゃんたちが乗るともうしゃべりまくります。走り始めると、あの学校が私が出た学校、あそこは私の実家
があるところとかいって、非常に面白いです。

あるいは、観光客が来ると、私どもは、ガイドをしながら走るんですけども、昔の群馬大学の卒業生が来たり、いろ
んな方が訪ねてきます。海外からも来ます。そうした時に、会話が非常に弾み、コミュニケーションが非常にとれると
いうことを、私どもは一種の売りにしております。天井には、太陽光パネルが載っているんですねが、実際には10％
ぐらいから保管しかできません。車庫に帰ってきて8時間充電しまして40キロの距離を走るという低速のものをつくり
ました。
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市内の観光に関しては、まったく問題はございません。私どもでは、4年間実績を残し、5年目に入りました。非常
に皆さんにも好評を得ているところでございます。

ですから、これが、先ほどお話ししました桐生市の駅からまちなか観光ルート。それから、桐生市には、無料の動
物園・遊園地がございまして、動物は115種類。ライオンが５頭、キリンがいたり非常に種類も多くて無料なんです。
ですから関東一円、千葉、埼玉、幼稚園や保育園で見学に来ると、必ず家族連れで来ます。

遊具も100円とか、50円と安いものですから、お子さんが１人1,000円使うのは大騒ぎです。そういうものが逆にい
うと集客につながりまして、年間、動物園・遊園地に100万人来ます。ですから、こういうちょっと不況な時代というと
語弊がございますけども、厳しい時代に、家族連れで来て桐生を堪能してくれています。しかも、私どもは、まゆ（
MAYU）で遊園地までお連れするものですから、皆さん、ご家族、おじいちゃん、おばあちゃん、夫婦、子どもたちみ
んなで乗って、本当に遊具の一環として今活躍をしております。

27年度、28年度の実数が載っていますけども、これは、あくまでも乗った人数です。保険の関係でお名前を出して
いただいて乗っていますけども、それ以外に、乗り降りする人たちは数えてございません。本当に約10万人近い人
たちが乗っております。
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次の大きな柱でございます。私どもが、盛んに行っているのが、最後のワンマイルです。公共交通にお年寄りが
近づけないのをどうやって補完するか、研究しているところでございます。今月の21日には、2回の実験を行って、
町内の人たち、行政、皆さんが集まりました。電動バスまゆは、白ナンバーなんです。

つまり、私が言いたいのは、最終的には、町内の人が自分たちで運転をして、どうやって自分たちの足を確保す
るかです。つまり、公共交通につなぐ最後のワンマイルをお話申し上げています。そういうことが一番大事だという
ことで、我々もいつも協議をします。大学の先生方、行政、我々民間人、それから、公共交通を専門に考えている人
たちが集まって会議をやっておりますが、一番大事なことは、どうしても地方の場合には、財政が厳しくなっている
中で、自分たち町内の足をどういうふうに確立させていくかというのは、ずっと大学の先生方のテーマとして研究を
して、我々もお手伝いをしているところでございます。
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ここに、先ほどお話し申しました「ラストワンマイル」というのが書いてございます。中心街の公共交通にどうつなぐ
か、駅を中心としてどう活用するのかというものを、各地区で3年目に入ります。やはり、ちょっと過疎化地区、大変
な過疎化地区、まちに近いけども、わずか200m、300mを荷物を持って歩く老人たちをどうやって助けてあげるのか
、そういうものを考えますと、これからは産官学民です。

そして、自分たちのお金を出し合って、自分たちの足をどうつくるかというのは、これは、私たち地方の小さなまち
の深刻な問題でございます。実験をやるたびに、どうして無料でできないのかとか、何で我々がお金を払わなくちゃ
ならないのか、ですけども、それをやっていかないといずれかは、公共交通でも非常に厳しい時代が来ると思われ
るので、我々民間人のほうで一緒にお手伝いをしながら、今、研究をしているところでございます。

以上でございまして、我々は、これから、皆さんからいただいたこの受賞を機会に、ますますワンマイル、本当に
最後の公共交通として、地域の支えになれるような活動をしていきたいです。今回の受賞は、本当にありがとうござ
いました。
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弟子屈町は、弟に子どもに屈すると書いて弟子屈と読みます。誰も、これ見て分かってくれません。先ほどの姫路
市様が、県の中でもなかなか場所をという話なんですけど、北海道の中でも弟子屈町は読んでもくれませんし、場
所も分かってくれません。でも、布施明さんの「霧の摩周湖」のまちだと、あるいは昭和の大横綱大鵬、「巨人・大鵬
・卵焼き」。の出生地だと言っていただくと、聞いたことあるよというふうに答えていただける方が多くいらっしゃいま
す。今、うなずいていらっしゃる方はある程度年代が上の方だなと思っております。

弟子屈町の主産業は、農業と観光のまちでございまして、観光資源としましては、今申し上げました世界有数の
透明度を誇る摩周湖、カルデラの日本一の大きさを誇る屈斜路湖、今も噴火を続ける硫黄山、ほかには温泉もたく
さんあります。こういった自然環境が豊かだということで、昨年の8月に地域の念願でありました「阿寒国立公園」と
いう名称が「阿寒摩周国立公園」と名称が変わりました。

【奨励賞】 弟子屈町地域公共交通活性化協議会
「弟子屈えこパスポート事業」



弟子屈町の課題ですが、基調講演の中で中川先生の
お話でもあったとおり、弟子屈町の人口はどんどん減っ
てきております。高齢化も進んでいるんですけど、高齢
化が問題ではなくて、人口が減っていることです。見事
な過疎地のある右肩下がりの棒グラフですけど、いきな
り、地域内経済が縮小するということで、これを何とかし
なくちゃいけないなということです。

摩周湖というシンボルも掲げているということで、これ
らを改善するために、釧路公立大学様、国土交通省の
北海道運輸局様、同じく北海道開発局様、その他、多く
の団体の支援をいただきながら、平成20年に地域公共
交通活性化協議会を設立、公共交通に係る連携計画を
策定しました。この計画期間につきましては、平成21年
から30年度まで10カ年を計画期間としております。
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計画の基礎となる部分ですけど、生活環境、自然環
境、そして、観光です。この弟子屈町に関連する3つの
要素を軸とした計画としております。

観光交通の部分につきましては、摩周湖アクセス
の改善、こういったところの取組みをしております。ほ
かの地域も、今は取り組まれていますけど、当時で
は珍しかったBDF燃料を使ったり、2日間の乗り放題
のチケットを販売したり、あるいは、レンタサイクルを
実証実験的に実施しております。これは今も継続さ
れております。
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利用者数についてなんですけど、下の水色の部分が夏の販売で、上の濃い色の部分が冬になります。28年の
夏はちょっと少ないんですけど。これは台風の影響で少なくなっています。冬の利用者数がどんどん増えてきてい
るのは、インバウンドです。割合にしますと夏が2割ぐらいがインバウンド、8割が国内、日本人の方、逆に冬は、2
割が日本人、8割がインバウンド、アジア系の方が多くいらっしゃいます。



今度は、地域住民が使う、地域生活パスです。こちら
につきましても、市内線のバスを、アンケート調査、ワー
クショップ、体験試乗会などをしまして、利用者の利便性
を向上するためのものとしております。とは言いつつも、
事業費の問題だとか、今後ますます増えるであろうイン
バウンド、こういった方々への対応が31年度以降の計
画に反映させなければいけないなというふうに考えてお
ります。
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まず、エコ運搬制度の創設の背景から入りたいと思います。川崎市は、こちらのスライドにありますとおり、大都市
の東京、そして横浜の間に位置する都市であります。特徴としましては、この赤い丸で囲ってある臨海部の地域に
多くの工場、事業所が集積しております。これに伴いまして、非常に多くのトラックが流入、走行する地域でござい
ます。特にこの赤い点線で示した産業道路と呼ばれる道路では、１日の交通量が約3万7,000台。その半分の50％
はトラックが走行していまして、非常にトラックの交通量が多い道路となっております。乗用車に比べてトラックの環
境負荷が高いため、この産業道路ではかなり環境負荷が高いことが予想されると思います。それは、大気環境の
データから見ても明らかとなっております。

川崎市は、全部で18地点、大気の状況を自動で観測する測定局が18地点ありますが。特にこの点線の赤丸で示
した池上測定局では、約30年前から二酸化窒素の環境基準が達成できていないという状況が続いておりました。

【奨励賞】 川崎市
「環境負荷低減に向けたエコ運搬制度の推進」

こういったことから、トラックから排出される窒素酸化
物の削減、そして、地球温暖化防止の観点から、二酸
化炭素の削減を目的にトラックに対して何かしらの環
境配慮を促すことができないか、促すような仕組みが
必要なんじゃないかということで、エコ運搬制度が平
成22年４月に創設されました。
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このエコ運搬制度の概要を申しますと、市内の荷主・荷受人が主体となって、全国の契約先の運送事業者や取
引先事業者に対して、環境に配慮した運搬、通称エコ運搬を書面等により要請することが市の条例で規定されて
おります。具体的なイメージをお話しさせていただきますと。例えば、市内の工場が自社で契約している運送事業
者を使って何か製品を出荷させようとする時に、市の条例に基づいてエコ運搬の要請を書面で行いますと。この要
請票にはエコドライブの実施だとか古い型式の自動車の不使用、あと最新型の低公害、低燃費車の使用などが記
載されております。この要請票を受け取った運送事業者は、この要請に従って、川崎市内を走行する際はエコドラ
イブの実施だとか低公害、低燃費車を使って運搬をするといったことで、環境に配慮した運搬がされるといった図
式となっております。



このようにエコ運搬制度では、市内の多くの荷主、荷受人が全国の運送事業者などに対して、こういったエコ運
搬の要請を行うことで、市内のみならず、川崎市に流入する全国の運送事業者に対して環境の配慮が促される。
そういった仕組みとなっております。

さらにこのエコ運搬制度では、環境負荷が大きいとされる一定規模以上の事業所を指定荷主、指定荷受人と定
めておりまして、この指定荷主、指定荷受人にはエコ運搬の要請の義務やまた要請書面の写しを保存する義務、
さらにはそのエコ運搬の実績を川崎市に報告する義務がかかっております。このような規模の大きい指定荷主、
指定荷受人が市内で約120事業所ございまして、川崎市ではこの約120事業所の報告書の取りまとめやエコ運搬
の要請件数の集計を毎年行っております。このように、これまで実施されてきた要請件数としましては延べ74,155
件と、かなりの数の要請が市内の事業者からなされてまいりました。

川崎市としましても、エコ運搬制度の手引きやチラシを使って啓発を行ったり、、エコ運搬フォーラムを開催する
など、制度推進の活動を行ってまいりました。また、運送事業者を中心として、エコ運搬制度の浸透度を測るため
のアンケート調査を行い、その実態把握にも努めてまいりました。
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こういった事業者の要請活動や市の制度推進活動に
より、エコドライブにご協力いただいている事業所の登
録数がエコ運搬制度施行後、急激に上昇しております
。このことから、エコ運搬制度はエコドライブの推進に
大きく貢献していることが分かりました。

こちらは長年、二酸化窒素の環境基準を達成できて
いなかった池上測定局の濃度の経年推移を表したグラ
フになります。横軸が濃度を表していまして、この赤の
ラインが環境基準のボーダーを表しております。エコ運
搬制度が施行されたばかりのときは、環境基準はまだ
まだ達成できていない状況でございましたが、その後、
数年して、平成25年度に初めて悲願の環境基準を達
成することができました。さらにその後、平成27年度、
28年度と環境基準を連続的に初めて達成して、市内の
大気環境は改善されております。改善の理由としまし
てはさまざまな要因が考えられますが、１つにはエコ運
搬制度により、多くの事業者、運送事業者が環境配慮
に取り組んでいただいたことが１つ、こういった改善の
ところとして大きいのかなと思っております。 72



73

ＥＳＴ普及推進委員会委員長 太田 勝敏

東京大学名誉教授

環境的に持続可能な交通（EST）の普及に向けて本表彰を開始し、今年度、8回目を迎えた。今回も全国か
ら12件（自治体等7件、民間企業2件、市民団体1件、共同提案2件）と多数の優良事例の応募をいただいた。
厳選された内容の応募を全国からいただくことができ、まずは審査委員長として応募団体の皆様へ厚く御礼
申しあげたい。

２．審査講評
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今回授賞した個々の取組について紹介すると、まず、大賞２点のうち、国土交通大臣賞のWILLER TRAINS株式
会社および北近畿タンゴ鉄道生活交通改善事業計画に関する協議会は、地域で抱えていた課題を解決すべく官
民連携で長年取り組んだ結果、全国初の上下分離方式を導入して、WILEER TRAINS（株）を設立し地域鉄道を
再生させた。民間目線と利用者視点に立ったサービス改善等を進めるとともに、海の京都等の観光まちづくりと連
携した公共交通網の形成及び地域住民の自動車から公共交通利用へのライフスタイルの転換を進め、地域の交
通環境を中長期的に改善した点を高く評価した。官民が各々の役割を果たすと同時に官民一体となって、地域の
足、物流、観光など交通や社会が抱える様々な課題の解決を環境の観点に資する形で進めた本取組みは、持続
可能な交通環境の構築事例として総合的に高く評価でき、全国の自治体の参考となることから、大賞を授賞するこ
ととした。

次に環境大臣賞の福井県クルマに頼り過ぎない社会づくり推進県民会議は、自動車に頼り過ぎない社会、自動
車と公共交通機関などの共存する社会の創造を目指し、自治体や事業者などが一体となってハード・ソフト両面か
ら総合的に長年に亘り取り組んでいる点を高く評価した。過去には、鉄道が廃止されかねない状況であったところ、
県及び沿線市町村の行政・市民が様々な活動を行うことで存続させた。その後も、駅施設などの結節点改良やパ
ークアンドライドなどによる公共交通機関の利用促進、コミュニティサイクルの整備や自転車の駅、バイコロジスト
宣言などによる自転車利用の促進により、低公害化・低炭素化社会に貢献している。これら一連の取り組みは、全
国の自治体の参考となることから、大賞を授賞することとした。

優秀賞の姫路市は、公共交通利用者数を増加させ、渋滞緩和やCO2削減などに効果を引き出すことを目指し、
鉄道の沿線自治体、交通事業者、民間事業者等と連携して交通環境対策に取り組み、環境改善量を正確に把握
し、効果を確認できる点を高く評価した。また、多くの人が訪れる姫路城と駅との関係を再構築した姫路駅北駅前
広場整備やトランジットモール化の実現により、人と公共交通が主の中心市街地が実現できている点を評価した。
奨励賞は3件あり、まず、株式会社桐生再生、株式会社シンクトゥギャザー、群馬大学、桐生市は、全国で初めて
低速電動バスを導入し、低炭素な交通事業と新たな観光地スタイルの定着を図る取組はオリジナリティがある。桐
生市および株式会社桐生再生、株式会社シンクトゥギャザー、群馬大学、運行地域など地域全体を巻き込んで6年
にわたり着実に取組を継続し、その間イベントでの活用やマスコミにも紹介され、地域住民に広く認知、普及されて
いる点が評価された。2件目の弟子屈町地域公共交通活性化協議会は、隣接自治体、バス事業者、町内観光関
連店、市民団体等と連携しながら9年にもわたって続けられてきた取り組みは、環境負荷削減のみならず、町内観
光関連店の利用を促進し地域経済の活性化にも貢献するもので、他地域への展開も可能である点が評価された。
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3件目の川崎市は、条例で荷主・荷受人が運送事業者や取引先事業者に対して環境に配慮した輸送の実施を書
面等で要請する点はオリジナリティがある。8年にわたる活動を継続しているなか、平成25年度には初めて市内全
ての大気測定局で二酸化窒素の環境基準を達成し、その後もおおむね環境基準を達成し、市内事業者だけでなく
川崎市に乗り入れている運送事業者等も含め全国的に浸透している点が評価された。

本日我々は、第9回EST交通環境大賞の授賞団体を表彰式で大いに讃えたい。また、残念ながら今回は授賞対
象とならなかった団体でも優れた取組事例があり、取組を継続し実績が重なることによって授賞に至るため、今後
も粘り強く取り組んでいただくことを希望する。
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３．表彰式

• 平成30年2月20日（火）に、第11回 ＥＳＴ普及推進フォーラム
において、第9回 ＥＳＴ交通環境大賞の表彰式を行いました。
表彰式では、国土交通省一見次長、環境省髙澤課長、ＥＳＴ
普及推進委員会太田委員長から、各賞授与及び審査講評
が行われました。
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• 平成30年1月18日（木）福井新聞「交通環境大賞を受賞」にお
いて、福井県クルマに頼り過ぎない社会づくり推進県民会議の
受賞に関する記事が掲載されました。

• 平成30年2月14日（水）読売新聞「公共交通充実 姫路市に
賞」において、姫路市の受賞に関する記事が掲載されました。

• 平成30年2月24日（土）上毛新聞「交通環境大賞 奨励賞を報
告」において、株式会社桐生再生、株式会社シンクトゥギャ
ザー、群馬大学、桐生市の受賞に関する記事が掲載されまし
た。

• 平成30年3月5日（月）交通毎日新聞「第11回ＥＳＴ普及推進
フォーラム」において、EST普及推進フォーラム、表彰式、受賞
団体の取組みに関する記事が掲載されました。

４．各種報道
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